
環境への取り組み

2010年度環境方針

当社は横浜ゴムがアジアで最初に設立した

タイヤ製造販売会社です。世界中の多くの

ユーザーから信頼される製品を製造し、また

グループ内アジア地域でのモデル工場とな

る事を目指しています。

品質面では、材料の入荷から製品の出荷まで

を、常に計測できる指標を用いながらコント

ロール管理を行っています。YRCの企業理念

である「良いものを、安く、タイムリーに」製

品を製造し、お客さまへお届けする事を当社

の経営方針とし、また、フィリピン国内でトップレベルの環境貢献企

業として、全従業員参加型の地域社会への貢献を継続的に行っており

ます。

環境データ（年度は1月～ 12月）

2009年の経済危機は、多くの人々、企業にとっては生き残りを掛けた

厳しい時間でした。当社も操業低下を余儀なくさせられましたが、自

己診断および、自己研鑽の実施機会として多くの教育訓練を行い、標

準の見直しやムダの洗い出しと改善を繰り返す事ができました。

また、環境活動、地域社会貢献活動への積極的な時間配分も行い、政府

機関やクラーク開発公社などからもその活動が評価され多くの表彰

を受けました。その結果、現在では従業員とその家族や、地域社会との

間において、「相互理解、信頼、尊敬」の土台が築かれつつあります。

当社は、地球温暖化、天然資源の枯渇問題などにおいて、環境保護活動

への取り組みを強化し、フィリピン国内でリーダー役となる企業の一

つとして、今後もその責任を果たして行くよう活動を強化していきた

いと考えています。

　

浜谷　孝行

：
：
：
：

乗用車用、SUV用タイヤの生産販売

165,000ｍ2

1,702人（2010年4月末現在）

IE 5 Clark Freeport Zone2023, Philippines

TEL：+63-45-599-3606 ～ 3609

（1）ヨコハマタイヤフィルピンは、全ての活動分野で環境に配慮した施策に取
り組みます。

（2）環境マネジメントシステムを強化し、環境汚染の予防と環境改善を継続的
に進め、最良かつコスト効果のある技術を開発すべく努力します。

（3）地球温暖化防止、資源保護のため省資源、省エネルギーを推進する。さら
に、「ゼロエミッション」を達成するため、分別徹底で資源の有効利用を行
い、埋め立て処理の廃棄物を削減します。

（4）関連法令、行政指導、その他の環境規制を順守し、環境保全に取り組みます。
（5）廃棄物管理目標を設定し実施します。そのために省エネルギーと省資源、

廃棄物削減とリサイクル、年間環境プログラムの検証を行います。
（6）全従業員、および当社のために働く全ての人々に、全社的な環境情報、教

育、訓練を提供し、地域の環境保全と環境プログラムに協調し貢献します。
（7）関係諸官庁、地域社会とのコミュニケーションを図り、環境活動に協力し

て取り組みます
（8）本方針は地域に公開します。
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※2009年度の温室効果ガス排出量の算定は、日本の環境省・経済産業省発行の温室効果ガス排出量算定・報
告マニュアルを使用。
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廃棄物発生量は、ゼロエミッションを目指しているため、生産量の拡

大にもかかわらず、着実に漸減しています。温室効果ガス排出量は前

年比11％削減しました。

社長ご挨拶
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地域社会とのコミュニケーション

域社災害支援

安全への取り組み

Fire Brigade Competition総合優勝
2010年3月24日、当社が立地するク

ラーク特別経済区を運営するク

ラーク開発公社主催の消防団対抗

戦が開催され、YTPIの消防団が総

合優勝となりました。本対抗戦は、

クラーク特別区内外の企業数社が

参加し、今回は2008年以来、2度目

の総合優勝となりました。

被災地域での支援活動
2009年10月2日に当社が位置する

パンパンガ州アラヤ地区を直撃し

た台風16号（Ondoy）による被災者

支援を行いました。YTPI従業員は

彼らの避難区域でマット、蚊帳、毛

布、バケツ、および木炭ストーブの

セットを被災者の皆さんに手渡し

ました。

防災活動

2年連続で総合優秀賞を受賞　アロヨ・フィリピン大統領（当時）が表彰
2010年4月21日、当社が立地するクラーク特別経済区を運営するク

ラーク開発公社から総合優秀賞を受賞しました。投資、雇用、環境経

営、労働安全衛生の各面における貢献が評価されたもので、昨年に続

き2年連続の受賞。授賞式に名誉ゲストとして出席したグロリア・ア

ロヨ大統領（当時）から表彰状を授与されました。

この表彰はルソン島マニラ北部のクラーク特別経済区に進出した企

業の中から、特に経営に優れ、地区の発展に寄与した企業をクラーク
フィリピン大統領による表彰（2010.4.21）

安全衛生基本方針に基づき、日常安全点検を強化し、OHSAS18001の

導入・運用を図っています。

2010年度の活動スローガン

2009年12月5日に、従業員とその家族および周辺住民の方々を合わせた総勢967人のボランティ
アが参加し、第2回Forever Forest（千年の杜）プロジェクトを開催。今回はヨコハマタイヤフィ
リピン内の敷地1,289㎡に約4,300本の植樹を行いました。
ヨコハマタイヤフィリピンは環境マネジメントの一環として、2014年までに3万5千本の植樹を
計画しています。

参加従業員の声：Patrick Pineda
フィリピンでは年々、自然林が減っており、私たち一人一人が行動を起こす必要があります。このプロジェクトは地
球の美しさをよみがえらせることができる活動ですので、少しでも多くの方に参加していただきたいと思います。

開発公社が選考するもの。

今年は46社の候補の中か

ら6社が総合優秀賞を受賞

したほか、環境衛生、投資

成績、雇用・人材経営、新

規投資などに関し11社が

特別表彰されました。


